
バ ウ ム ・ テ ス ト の 「 枠 」 の 作 用 に つ い て の 検 討  

― 青 年 期 の 環 境 適 応 状 態 と の 関 連 か ら ―  

1 9 0 1 0 F R M  堀 場  莉 加  

Ⅰ ． 問 題 ・ 目 的  

臨 床 現 場 で は ， 治 療 者 は い く つ も の 枠 が 存 在 す

る な か で ク ラ イ エ ン ト と 関 わ る た め ， 枠 の 機 能 が

与 え る 認 識 や 効 果 へ の 理 解 は 非 常 に 重 要 で あ る 。

枠 に は ， 内 面 的 ， 隠 さ れ た 欲 求 や 思 考 ， 攻 撃 性 ，

幻 想 ， 内 実 な 面 を 表 現 す る 保 護 し 解 放 す る 作 用 と ，

外 面 的 ， 防 衛 的 ， 虚 栄 的 な 面 を 表 現 す る 制 限 し 拘

束 す る 作 用 と が あ る （ 中 井 ， 1 9 7 0 ； 中  井  ， 1 9 7 4 ） 。  

描 画 法 に お い て ， 描 画 の 理 解 に は 特 徴 か ら 短 絡

的 に パ ー ソ ナ リ テ ィ に 結 び つ け る の で は な く ， 描

画 過 程 と 描 画 体 験 に 注 目 す る 描 画 へ の 接 近 が 重

要 視 さ れ て い る （ 近 藤 ， 2 0 1 1 ； 三 上 ， 1 9 9 5 ） 。 本

研 究 で は ， 描 画 体 験 に 与 え る 刺 激 の 道 具 要 因 の 1

つ と 考 え ら れ る 枠 に 着 目 す る 。 描 画 に お け る 枠 の

作 用 に 関 す る 研 究 で は ， 臨 床 群 と 健 常 群 と も に 保

護 作 用 が 与 え ら れ ， 前 者 で は 適 応 的 な 変 化 ， 後 者

で は 自 己 と 他 者 や 環 境 と の 精 神 的 葛 藤 の 表 現 を

促 す こ と ， そ し て ， 制 限 作 用 と し て 働 く と き に は ，

枠 に よ る は み 出 し の 抑 制 的 効 果 が 示 唆 さ れ て い

る （ 森 谷 ， 1 9 8 3； 沼 田 ・ 小  林 ・ 大  舘 ・ 石  井 ， 2 0 1 6 ） 。

こ こ か ら ， 枠 の 作 用 は 環 境 へ の 適 応 に よ っ て ， 大

き く 変 化 す る も の で あ る と 考 え ら れ る だ ろ う 。  

 し か し ， 森  谷 （ 1 9 8 3 ） が 対 象 と し た 大 学 生 は ，

健 常 群 で あ っ た と 言 え る の だ ろ う か 。 と い う の も

原  田 （ 2 0 1 0 ） に よ る と ， 青 年 期 で は ， 繊 細 的 な 傷

つ き を 抱 え な が ら も 現 実 の 自 分 を 超 え た 高 い 理

想 を 持 ち ， 行 動 し よ う と す る 自 己 と ， 自 我 の 統 制

の 範 囲 内 で 現 実 的 に 行 動 し よ う と す る 安 定 し た

自 己 と の 間 で の 自 己 像 の 揺 れ 動 き が 生 じ る 。 こ の

自 己 状 態 の 在 り 方 に よ っ て は ， 臨 床 群 の よ う に ，

枠 に よ る 保 護 作 用 か ら 適 応 的 な 変 化 を も た ら さ

れ る 者 も い る の で は な い だ ろ う か 。 し た が っ て ，

個 人 の 適 応 状 態 を 示 す 指 標 で あ る 適 応 感 に 着 目

を す る こ と で ， 枠 に よ る 作 用 へ の 理 解 が よ り 深 ま

る の で は な い か と 考 え た 。  

本 研 究 で は ， 枠 の 作 用 を 捉 え る 方 法 と し て バ ウ

ム ・ テ ス ト を 使 用 す る 。 バ ウ ム ・ テ ス ト は ， 描 画

者 の 自 己 像 や 外 界 と の 関 係 を 投 影 し ， ま た ， 描 画

内 容 が 同 一 で あ る た め 形 態 の 変 化 を 比 較 検 討 し

や す く ， 外 へ 拡 大 展 開 し て い く 木 の 性 質 と 枠 の 力

動 的 な 相 互 作 用 が 枠 へ の 接 近 や 回 避 ， 反 抗 ， 順 応

な ど が 表 現 さ れ や す い （ 藤 岡 ・ 吉 川 ， 1 9 7 1 ； 加 曽

利 ， 2 0 0 4 ， 高 橋 ・ 高 橋 ， 1 9 8 6 ） 。 本 研 究 に お い て

は ， 空 間 使 用 量 ， 幹 ， 根 と 地 面 の 指 標 を 用 い た 。  

 以 上 の こ と か ら ， 本 研 究 で は ， 個 人 の 主 観 的 な

環 境 適 応 状 態 の 程 度 に よ っ て 枠 が 与 え る 作 用 が ，

ど の よ う な バ ウ ム を 表 出 さ せ る の か に つ い て 検

討 す る こ と を 目 的 と す る 。  

Ⅱ ． 方    法  

１ .調 査 協 力 者 ：： A 大 学 に 在 籍 す る 大 学 生 及 び 大

学 院 生 2 6 名 に 依 頼 し ， 質 問 紙 及 び 面 接 調 査 双 方

の 協 力 が 得 ら れ た の は 1 7 名 （ 平 均 年 齢 ＝ 2 1. 8 歳 ，

S D = 1. 9 8 ） で あ っ た 。

２ .調 査 内 容 ： 質 問 紙 調 査 及 び W e b で の 質 問 調 査

で は ， 青 年 用 適 応 感 尺 度 （ 大 久 保 ， 2 0 0 5 ） ， 自 己

概 念 尺 度 （ 長 島 ・ 藤 原 ・ 原 野 ・ 斎 藤 ・ 堀 ， 1 9 6 7 ） ，

フ ェ イ ス シ ー ト で 構 成 さ れ る 質 問 紙 を 実 施 し た 。

な お ， 自 己 概 念 尺 度 は ， 事 例 の 中 で 自 己 概 念 を 理

解 す る こ と を 目 的 に 補 足 的 に 用 い る た め 統 計 的

に は 使 用 し な い 。 面 接 調 査 で は ， バ ウ ム ・ テ ス ト

（ 2 枚 法 ） ， 描 画 後 の 質 問 （ 以 下 ， P DI ） ， 枠 に 関

す る 質 問 の 順 で 実 施 し た 。

Ⅲ ． 結    果  

 バ ウ ム の 分 析 は ， χ² 検 定 と フ ィ ッ シ ャ ー の 正

確 確 率 検 定 を 使 用 し た が ， 統 計 的 に 有 意 差 が み ら

れ な か っ た た め ， 数 値 か ら 読 み 取 る こ と と し た 。  

１ .環 境 適 応 状 態 ： M ＝ 1 0 2 点 で あ っ た 。 平 均 値 を

基 準 と し ， 環 境 適 応 状 態 低 群 （ 以 下 ， 低 群 ） 8 名 ，

環 境 適 応 状 態 高 群 （ 以 下 ， 高 群 ） 9 名 と し た 。

２ .バ ウ ム の 空 間 使 用 量
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： 枠 無 に お い て ， 空 間 を 縦



に 2 等 分 し た 区 域 で は ， 高 群 で は 左 寄 り ， 低 群 で

は 中 央 に 描 写 す る 者 が 多 い 傾 向 ， 空 間 を 1 2 等 分

し た 象 徴 性 で は ， 用 紙 右 側 下 方 の 使 用 が 高 群 で は

枠 有 で 多 い 一 方 ， 枠 無 で 少 な く ， 低 群 で は 枠 有 で

少 な い 一 方 ， 枠 無 し で 多 い 傾 向 が み ら れ た 。  

３ .幹 ： 低 群 に お い て ， 枠 無 で は 幹 の 幅 が 細 く な り ，

枠 有 で は 幹 へ の 描 き 込 み が 多 い 傾 向 が み ら れ た 。  

４ .根 と 地 面 ： 枠 無 に お け る 地 面 の 描 写 が ， 高 群 で

は 少 な く ， 低 群 で は 多 い 傾 向 が み ら れ た 。

５ .事 例 ： 枠 に 関 す る 面 接 回 答 か ら ， 保 護 作 用 ， 制

限 作 用 ， 両 作 用 に 分 類 し た 結 果 ， 高 群 で は 9 名 中

9 名 が 制 限 作 用 ， う ち 2 名 は 保 護 作 用 も 同 時 に 与

え ら れ ， 保 護 作 用 の み が 与 え ら れ た 者 は い な か っ

た 。 低 群 で は ， 8 名 中 4 名 が 保 護 作 用 ， 2 名 が 制

限 作 用 ， 2 名 が 両 作 用 を 与 え ら れ て い た 。

Ⅳ ． 考    察  

1. 環 境 適 応 状 態 高 群

1. 1 バ ウ ム の 特 徴 ： 額 縁 や ル ー ル に 収 ま る （ 治 ま

る ） と い う 制 限 作 用 に お け る 体 験 は ， 描 画 者 自 身

を 抑 制 さ せ る 状 態 に な る た め ， 枠 が あ る 環 境 で は ，

現 実 と の 関 わ り に 対 す る 混 乱 が 生 じ ， 環 境 や 周 囲

へ の 接 触 や エ ネ ル ギ ー の 活 発 さ に 欠 け る バ ウ ム

が 表 出 さ れ た 。 一 方 ， 枠 が 外 さ れ た 環 境 で は ， 地

面 の 消 失 と そ れ に 伴 う P DI に よ り ， バ ウ ム の 成

長 を 妨 げ る 描 写 と 発 言 が み ら れ た こ と か ら ， 心 理

的 地 位 の 不 安 定 感 や 外 界 へ の 不 信 感 に よ り ， 現 実

適 応 の 困 難 さ が み ら れ る バ ウ ム が 表 出 さ れ た 。

ま た ， 枠 が 制 限 と し て 作 用 す る な か で ， 枠 か ら

は み 出 す バ ウ ム が 表 出 さ れ な い 傾 向 が あ っ た の

は ， 描 画 者 の 枠 を 意 識 づ け る と い う 自 我 機 能 に よ

っ て 高 ま る 心 的 エ ネ ル ギ ー を 集 約 し て い き な が

ら 自 己 と し て 構 成 す る 力 が 働 い て い た か ら だ と

考 え ら れ る （ 沼 田 他 ， 2 0 1 6 ） 。  

1. 2 事 例 ： 群 内 最 大 得 点 で あ っ た 描 画 者 で は ， 枠

が 外 さ れ る こ と で 拘 束 か ら 解 放 さ れ る 体 験 を し

て お り ， そ の 体 験 の 中 で 外 界 へ 積 極 的 に 働 き か け

る ， 自 我 の エ ネ ル ギ ー や 目 標 や 願 望 の 鮮 明 化 ， 他

者 に 対 す る 好 意 が 充 足 し て い る こ と を 象 徴 す る

バ ウ ム が 表 出 さ れ た 。 一 方 ， 最 小 得 点 で あ っ た 描

画 者 で は ， 枠 が 外 さ れ る こ と で こ れ ま で の 外 界 や

自 分 へ の 対 応 の 仕 方 が 機 能 し な く な る こ と へ の

不 安 や 動 揺 を 感 じ る 体 験 を し て お り ， 枠 横 か ら の

樹 冠 の は み 出 し や 幹 の 根 元 よ り も 高 い 位 置 に あ

る 地 面 ， 不 格 好 な 枝 が 描 写 さ れ ， 現 実 環 境 に 圧 倒

さ れ ， 不 適 応 な 状 態 や 抵 抗 感 の な い 従 順 さ を 象 徴

す る バ ウ ム が 表 出 さ れ た 。  

２ .環 境 適 応 状 態 低 群

2. 1 バ ウ ム の 特 徴 ： 囲 い に よ り 侵 入 を 防 ぐ と い う

保 護 作 用 に お け る 体 験 は ， 枠 が あ る 環 境 で は ， 依

存 性 を 象 徴 す る バ ウ ム が 表 出 さ れ た 。 一 方 ， 枠 が

外 さ れ た 環 境 で は ， 地 面 が 不 活 発 や 混 乱 ， 恐 怖 を

象 徴 す る 右 側 下 方 の 空 間 に 描 写 さ れ た こ と か ら ，

自 ら が 主 体 的 に 動 く 姿 勢 が 求 め ら れ る 現 実 環 境

と の 関 わ り や 拠 り 所 が う ま く 機 能 で き て い な い ，

心 理 的 自 立 の 未 獲 得 を 象 徴 す る バ ウ ム が 表 出 さ

れ た （ 山 上 ， 2 0 2 0 ） 。 ま た ， 外 界 へ の 働 き か け に

お け る 自 我 の 拡 張 性 と ， 情 緒 の 深 さ を 象 徴 す る 幹

の 幅 が 細 く な っ た こ と か ら ， 感 情 機 能 が う ま く 発

達 し て い な い た め ， 外 界 と の 繋 が り が 表 面 的 で あ

り ， 外 界 へ の 共 感 性 に 欠 け る バ ウ ム が 表 出 さ れ た 。  

2. 2 事 例 ： 群 内 最 大 得 点 で あ っ た 描 画 者 で は ， 母

親 を 象 徴 し た 枠 が 外 さ れ る こ と で ， 外 界 か ら の エ

ネ ル ギ ー の 取 り 入 れ を 抑 制 し ， 不 安 や 自 主 性 を 欠

い て い る 状 態 が 示 さ れ ， 母 親 に 対 す る 依 存 性 や 強

い 影 響 を 受 け て い る こ と を 象 徴 す る バ ウ ム が 表

出 さ れ た 。 一 方 ， 群 内 最 少 得 点 で あ っ た 描 画 者 で

は ， 自 身 を 制 約 す る 枠 が 外 さ れ る こ と で ， 幅 の 狭

い 幹 や 幹 と 隔 た れ た 枝 の 描 写 が み ら れ ， 感 情 機 能

が う ま く 発 達 し て い な い こ と か ら ， 自 身 の 感 情 に

基 づ い て 行 動 す る こ と が で き ず ， 状 況 に 依 存 し ，

共 感 性 に 欠 け る バ ウ ム が 表 出 さ れ た 。

3 ． ま と め

本 研 究 に お い て ， 枠 の 作 用 に よ り ， 適 応 感 の 高

い 描 画 者 で は ， 森 谷 （ 1 9 8 3 ） の 自 己 と 他 者 や 環 境

と の 精 神 的 葛 藤 の 表 現 が ， 適 応 感 の 低 い 描 画 者 で

は  ， 沼  田  他 （ 2 0 1 6 ） の 適 応 的 な 変 化 が 促 さ れ た 。

こ の こ と か ら ， 健 常 群 や 臨 床 群 と い う 客 観 的 な 指

標 だ け で は な く ， 生 活 史 や 生 活 環 境 な ど の 個 人 の

主 観 的 な 指 標 に も 目 を 向 け る こ と が 重 要 で あ り ，

そ の 上 で 枠 が 何 を 象 徴 し ， な ぜ そ の 作 用 を 働 か せ

た の か に つ い て 考 え る こ と が ， 枠 付 け さ れ た 空 間

に 対 す る 理 解 へ 繋 が る と 考 え る 。
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